
 

ＡＲＥＣ･Ｆｉｉプラザ 第 14３回リレー講演会 参加申込書            （平成25年３月21日） 

企業・機関名  

参加者名  

所属・役職  電話番号  

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ  ﾌｧｯｸｽ番号  

 ※ご記入いただいた個人情報（御社名、所属・役職、氏名）は受付名簿としてのみ使用し、他の用途には一切利用いたしません

休 憩 

    ●●●●おおおお申込先申込先申込先申込先 ＡＲＥＣ･Ｆｉｉプラザ事務局 宛 

   メール（mousikomi@arecplaza.jp）またはﾌｧｯｸｽ（0268-21-4382）でお申し込みください。 

主催：ＡＲＥＣ・Ｆｉｉプラザ／財団法人上田繊維科学振興会  共催：公益財団法人長野県ﾃｸﾉ財団 浅間ﾃｸﾉﾎﾟﾘｽ地域ｾﾝﾀｰ 

機器組込機器組込機器組込機器組込みソフトウェアみソフトウェアみソフトウェアみソフトウェア分野分野分野分野    

ＡＲＥＣＡＲＥＣＡＲＥＣＡＲＥＣ････ＦｉｉＦｉｉＦｉｉＦｉｉプラザプラザプラザプラザ    第第第第 11114444３３３３回回回回リレーリレーリレーリレー講演会講演会講演会講演会 

   ■日時：平成平成平成平成 22225555 年年年年３３３３月月月月２２２２1111 日日日日（（（（木木木木））））    １５１５１５１５：：：：00000000～～～～１８１８１８１８：：：：００００００００    ※終了後、交流会開催    

   ■場所：ＡＲＥＣＡＲＥＣＡＲＥＣＡＲＥＣ    [上田市産学官連携支援施設] ４４４４階階階階    

                                                            （上田市常田 3-15-1 信州大学繊維学部内 Tel : 0268-21-4377）    

講演講演講演講演２２２２                                        

演演演演１１１１    

１１１１６６６６：：：：００００００００～～～～１１１１７７７７：：：：００００００００    

 演題『VRICSVRICSVRICSVRICS 技術技術技術技術をををを用用用用いたいたいたいた入退室入退室入退室入退室カードリーダーのカードリーダーのカードリーダーのカードリーダーの組組組組みみみみ込込込込みシステムみシステムみシステムみシステム』  

 講師：アルファーデザイン株式会社 ＡＧ総合管理部事業企画室シニアマネージャー 白鳥 俊幸 氏 

 
 概要  IC カード認証により入退室管理を行うカードリーダーの組み込みシステムについて紹介をします。当社カードリーダ

ーは九州大学で開発された権利権限管理技術（VRICS）を用いた IC カード認証システムを組み込んでおり、九州大学各キャ

ンパス施設で利用されています。 

運用事例と共に、VRICS 技術を用いた入退室管理システム全般についても紹介します。 

講演講演講演講演３３３３                                        

演演演演１１１１    

１１１１７７７７：：：：００００００００～～～～１１１１８８８８：：：：００００００００    

 演題『組組組組みみみみ込込込込みプログラムにおけるみプログラムにおけるみプログラムにおけるみプログラムにおける品質確保品質確保品質確保品質確保のののの取取取取りりりり組組組組みとみとみとみと今後今後今後今後のののの動向動向動向動向についてについてについてについて』 

 講師：マリモ電子工業株式会社 技術部課長 瀬在 淑光 氏 

 
 概要  品質確保への取り組みと、今後の組み込み分野におけるモデルベース開発の動向について紹介します。 

当社では、作業品質・精度の向上を目指し、プロセスフローをベースとした独自のプロジェクト管理手法を運用しています。

その事例と、昨今の開発規模の増大に対応するため、テスト工程でツールを利用した事例を紹介します。また、今後の開発の

主流になると思われるモデルベース開発の組み込み分野への適応について紹介します。 

講演講演講演講演１１１１                                        

演演演演１１１１    

１５１５１５１５：：：：００００００００～～～～１６１６１６１６：：：：００００００００    

 演題『農場農場農場農場データをデータをデータをデータを収集収集収集収集するフィールドモニタリングデバイスのするフィールドモニタリングデバイスのするフィールドモニタリングデバイスのするフィールドモニタリングデバイスの開発開発開発開発とととと運用運用運用運用』  

 講師：信州大学大学院 理工学系研究科 助教 小林 一樹 氏 

 
 概要  農作物の高品質化や増産，生産効率の向上を目的として，データに基づく科学的な農業に関する研究が国内外で行わ

れている．気象データや農作業データは作物の生長や病害虫発生の予測をはじめ，生産者の意思決定支援や栽培技術の高度化

などに利用できる可能性がある．本講演では，農場や農作業に関する情報を収集するための技術に焦点を当て，センシングや

ネットワーク，クラウドなどを活用したフィールドモニタリングデバイスに関する研究を紹介する． 


